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論文内容の要旨

〔目的〕

ヒト食道正常上皮，異型上皮ー癌組織の各病型について電子顕微鏡学的特徴を検索することを目的

とした。

〔方法ならび、に成績〕

材料は手術による新鮮食道切除標本より採取。これを半切し，一方を光顕標本用，他方を電顕用試

料とした。光顕用は HE 染色にて鏡検し，電顕用試料は Karnovsky 液にて前回定，オスミウム液に

て後固定後，エタノール系列にて脱水ーエポン樹脂にで包理した。ミクロトームにて超薄切片を作成，

酢酸ウラニルと Reynold の鉛液で二重染色後，目立 H-300 型電子顕微鏡にて観察した。食道癌患者

10症例について正常上皮13切片，異型上皮23切片，癌組織65切片について電顕学的に検索を行った。

核吋細胞質比，核小体対核質比の計測は武藤画像システムにより計測した。なわ，今 101 は Kultschitzky

細胞については検索しなかった。

〔成績〕

1.核

:1 ) 大きさは，軽度異型上皮，扇平上皮癌で大きく司高度異型上皮，未分化癌で小さい o (2)核対細

胞質比は正常椋細胞16.6%，高分化型癌20.0%，正常基底細胞46.7%，中分化型癌50.0%，軽度異型

上皮練細胞51. 3%，低分化型癌52.8%，未分化癌53.7%ー高度異型上皮58.0%，軽度異型上皮基底細

胞58.3%であった。 (3) 核の辺縁は異型上皮，癌細胞で不整であるが，特に低分化型癌，高度異型上皮

で強い。 invagination は高度異型上皮に多い o (4) 核膜孔は高度異型上皮.低分化型癌で、明瞭で数も増
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加した。 (5) 核内オイクロマチンは高度異型上皮，癌細胞で不均」化した。 :6) 核内・核周囲ヘテロ

クロマチンの凝集は高度異型上皮，低分化型癌，未分化癌で高度で、ある。 (7) 染色質問・染色質周囲頼

粒は，特に高度異型上皮，癌細胞に多数出現した。 (8) 核内小体は正常基底細胞，異型上皮，癌細胞

に認められ，特に癌細胞に数の増加を認めた。 :9) 核内封入体(線維の束状のもの)は高分化型癌に

認めた。:10)正常基底細胞，異型上皮，癌細胞の中で，特に増殖盛んと思われる癌細胞においても核

分裂像を呈するものはわずかであった。

2. 核小体

:1) 数は軽度異型上皮，癌細胞で増加した。 :2) 大きさは正常椋細胞，軽度異型上皮基底細胞，

高分化型癌，正常基底細胞司軽度異型上皮糠細胞，未分化癌，中分化型癌，低分化型癌の順に大きく

なった。 (3) 核小体対核質比は軽度異型上皮細胞 4.0%，軽度異型上皮基底細胞4.6%ー高分化型癌 5. 1 

%，正常赫細胞 5.3 %，正常基底細胞 6.3%，中分化型癌 7.1 %，低分化型癌 7.6%，未分化痛 8.4

%であった。 (4) 位置は軽度異型上皮‘癌細胞で核周囲への偏在を認め，特に低分化型痛の偏在は高

度であった。 :5) 形態は正常 J:皮ー未分化癌でほぼ円形句軽度異型上皮，扇平上皮癌で、は不整形を示

し，特に低分化型癌で著明であった。高度異型上皮で、は核小体が不明瞭で、あった。又司低分化型癌で、

稀に年輪様構造を呈するものを認めた口

3. 細胞質

:1)遊離リボゾーム(多くはポリゾーム型人粗面小胞体ー ミトコンドリアが異型上皮，癌細胞

に多ぐ認められた口 :2) 高分化型癌で著明にトノフィラメントが増量し，この内に細胞内デスモゾー

ムを認めることがあった口 (3) 細胞間隙は精細胞で不規則に聞大し 微械毛様細胞突起が増加した。

:4) 細胞質問デスモゾームは正常腕細胞に最も多く司癌細胞では減少していた。未分化癌にはデスモ

ゾーム類似の構造を認めた。 (5) グリコーゲン頼粒は上部練細胞に多く認められたが司ケラトヒアリ

ン頼粒は認められなかった。

〈総括〉

扇平上皮癌では核は腫大し，核吋細胞質比は大きくなる。この比は痛の分化度が進わにつれ小さく

なる。未分化癌では核対細胞質比は最も大きいが 核は小型で、あるの核小体の大きさは分化度が進む

につれて小さくなる。未分化癌の核小体は高分化型痛についで小さいが，核小体対核質比は最も大きい。

核内オイクロマチンは癌細胞で不均一化し、ヘテロクロマチンの凝集は低分化型癌 未分化慌で高度

であった。核小体の形態では分化度に関係なくほぼ似た所見を得たが，低分化型痛の中には年輪様構

造などの特殊な形態を示したものがあったの高度異型 k皮司低分化型癌ー未分化痛は蛋白合成などの

物質代謝が盛んであると思われる類似した形態を示した。高度異型上皮は核対細胞質比が大きく，核

の辺縁不整も著明で invagination も高度で、あったがー核の腫大はなく‘核小体の形態や細胞質内の構

造で癌とは異なった所見が得られた。
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論文の審査結果の要旨

これまでヒト食道癌の電顕学的検索はほとんど行なわれておらず\断片的な報告があったに過ぎな

し '\0

本研究では食道の正常上皮，異型上皮，癌組織についての電顕学的特徴を比較検討し，これらを系

統的に体系ずけたものである。又 電顕学的に類似している低分化型癌，末分化癌，高度異型上皮が

細部で異なっていること，ヒト食道癌では初めての特殊な核小体，核内封入体等についても報告して

いる。これらの結果は今後臨床への応用の一助となり意義深い。
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